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シシュュロローーダダーー・・  
アアジジアアパパシシフフィィッックク  

ＥＥＳＳＧＧフフォォーーカカスス・・フファァンンドド 
（（資資産産成成長長型型））  

第８期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2024年６月20日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧ

フォーカス・ファンド（資産成長型）」は、2024年６

月20日に第８期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2016年６月30日から2026年６月22日まで 

運 用 方 針 信託財産の積極的な成長を目指した運用を行います。 

主 要 投 資 対 象 

当 フ ァ ン ド 

シュローダー・アジアパシフィック

（除く日本）株式サステナブル投資

マザーファンド受益証券および

シュローダー日本株式サステナブ

ル投資マザーファンド受益証券と

します。 

シュローダー・ 

アジアパシフィック 

（除く日本）株式 

サステナブル投資 

マザーファンド 

日本を除くアジアパシフィック諸

国の株式とします。 

コマーシャル・ペーパー等の短期有

価証券ならびに短期金融商品等に

直接投資する場合があります。 

シ ュ ロ ー ダ ー 

日 本 株 式 

サステナブル投資 

マザーファンド 

我が国の株式とします。 

コマーシャル・ペーパー等の短期有

価証券ならびに短期金融商品等に

直接投資する場合があります。 

組 入 制 限 

当ファンドの 

マザーファンド 

組入上限比率 

制限を設けません。 

シュローダー・ 

アジアパシフィック 

（除く日本）株式 

サステナブル投資 

マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設け

ません。また、外貨建資産への投資

割合には制限を設けません。 

シ ュ ロ ー ダ ー 

日 本 株 式 

サステナブル投資 

マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設け

ません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年６月20日。ただし当該日が休業日の場

合は翌営業日）に、原則として経費控除後の繰越分を

含めた利子・配当収入と売買益（評価損を含みます。）

等から、基準価額水準、市場動向等を勘案して決定し

ます。 

なお、収益分配を行わない場合があります。 
 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参  考  指  数 ※ 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 
４期(2020年６月22日) 14,428 0 1.4 28,799.93 2.3 97.7 － 0.6 2,826 
５期(2021年６月21日) 19,900 0 37.9 39,507.32 37.2 97.7 － － 2,685 
６期(2022年６月20日) 18,682 0 △ 6.1 37,429.76 △ 5.3 98.1 － － 1,925 
７期(2023年６月20日) 21,021 0 12.5 43,429.50 16.0 98.9 － － 1,723 
８期(2024年６月20日) 23,843 0 13.4 53,161.69 22.4 98.2 － － 1,529  

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率、株式先物比率および投資信託証券組入比率は実質比率を記載しております。
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参  考  指  数 ※ 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2023年６月20日 21,021 － 43,429.50 － 98.9 － － 

６月末 20,740 △ 1.3 42,951.55 △ 1.1 98.0 － － 

７月末 20,919 △ 0.5 43,643.18 0.5 99.1 － － 

８月末 20,655 △ 1.7 43,183.24 △ 0.6 99.2 － － 

９月末 20,384 △ 3.0 42,946.06 △ 1.1 98.8 － － 

10月末 19,980 △ 5.0 41,658.27 △ 4.1 99.6 － － 

11月末 20,731 △ 1.4 43,627.29 0.5 99.6 － － 

12月末 20,824 △ 0.9 44,146.43 1.7 97.1 － － 

2024年１月末 21,076 0.3 44,908.02 3.4 98.2 － － 

２月末 21,912 4.2 47,706.19 9.8 99.7 － － 

３月末 22,423 6.7 49,343.31 13.6 98.7 － － 

４月末 23,037 9.6 50,360.82 16.0 99.1 － － 

５月末 23,149 10.1 51,333.60 18.2 98.7 － － 

(期  末)        

2024年６月20日 23,843 13.4 53,161.69 22.4 98.2 － － 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 
（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率、株式先物比率および投資信託証券組入比率は実質比率を記載しております。
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 
 

※ 当ファンドは、ベンチマークを設けておりません。 
参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（配当込み、円ベース）です。 
当参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（米ドルベース）をもとに、委託会社が定める為替レー
トで円換算して独自に算出したものです。MSCI Inc.が作成したものではありません。 
MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（米ドルベース）は、MSCI Inc.が開発した株価指数で、アジア・パシ
フィック地域の先進国・新興国で構成されています。 
当指数に関する著作権、およびその他知的所有権はMSCI Inc.に帰属しております。MSCI Inc.が指数構成銘柄への投資を推奨するもの
ではなく、MSCI Inc.は当指数の利用に伴う如何なる責任も負いません。 
MSCI Inc.は情報の確実性および完結性を保証するものではなく、MSCI Inc.の許諾なしにデータを複製・頒布・使用等することは禁じら
れております。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○運用経過 (2023年６月21日～2024年６月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2023年６月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（配当込み、円ベース）です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首21,021円でスタートした基準価額は、23,843円（分配後）で期末を迎え、期首比13.4％（分配金再投資

ベース）の上昇となりました。一方、参考指数であるMSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・イン

デックス（配当込み、円ベース）は、22.4％の上昇で、当ファンドは、参考指数を9.0％下回りました。 

 

（シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド） 

セクター別では、ヘルスケアの銘柄選択がプラス効果となった一方、金融の銘柄選択がマイナスの影響とな

りました。国別では、インドの銘柄選択がマイナス要因となった一方、台湾の銘柄選択は奏功しました。銘柄

別では、台湾の半導体メーカーの保有がプラス効果となった一方、韓国の総合化学メーカーの保有がマイナス

の影響となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

（シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド） 

銘柄選択の効果で、機械のローツェ、銀行業の三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、ガラス・土石製品の

ＭＡＲＵＷＡなどのオーバーウェイトが堅調な業績を背景とした株価上昇により、プラスに寄与しました。一

方、海外事業の収益回復の遅れが懸念された不動産業のパーク２４、欧州におけるヒートポンプの減速が懸念

された機械のダイキン工業、2024年度の会社ガイダンスが減益となり市場の期待値が低下した情報・通信業の

ＮＴＴデータグループのオーバーウェイトなどがマイナスの影響となりました。 

 

 

（アジア・パシフィック（除く日本）株式市場） 

当期のアジアパシフィック（除く日本）株式市場は、上昇して終えました。期初から2023年７月末にかけて、

米国経済がソフトランディングを達成するとの期待から投資家のリスク選好姿勢が高まったほか、中国当局

による景気刺激策に対する期待感等が支援材料となり、上昇しました。８月から10月末にかけては、中国不動

産セクターを巡る不確実性や米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による金融引き締めが長期化するとの懸念、中

東情勢の悪化等がマイナス要因となり、下落基調を辿りました。11月から12月にかけては、世界各国でインフ

レの減速基調が継続していることが確認されたことで、金利がピークに達したとの見方が広がり上昇しまし

た。その後は、ＦＲＢの金融政策動向を巡る懸念から短期的に軟調に推移する局面もありましたが、良好なマ

クロファンダメンタルズや主要米国企業による好決算の発表、人工知能（ＡＩ）の発展を巡る期待感が支援材

料となり、概ね上昇基調を維持し期を終えました（株式市場の騰落は米ドルベースで記載しております。） 

 

（国内株式市場） 

国内株式市場は、円安のメリットを享受した堅調な企業業績を背景に外国人投資家の買いが相場を牽引し

たことに加え、日銀の金融政策正常化に伴う金融株の上昇などから2024年に入り大幅上昇となりました。 

企業業績についてですが、2020年度４-６月期をボトムに回復し、改善が継続しています。2023年度に続き、

2024年度についても過去最高益の更新が可能とみています。 

 

  

投資環境 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

 

（当ファンド） 

「シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド」ならびに「シュ

ローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド」の受益証券への投資を通じ、主要投資対象である、日本

を含むアジアパシフィック諸国の株式に投資し、信託財産の積極的な成長を目指した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデック

ス（米ドルベース）の構成国における日本を除くアジアパシフィック諸国と日本との比率に準じた割合を目安

としました。 

 

（シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド） 

セクター別では、一般消費財・サービス関連銘柄の保有比率を引き上げた一方、素材関連銘柄の保有比率を

引き下げました。国別では、インドの銘柄の保有比率を引き上げた一方、オーストラリアの銘柄の保有比率を

引き下げました。 

銘柄別では、韓国の半導体メーカーであるSK Hynixに新規投資を行いました。広帯域メモリー（High 

Bandwidth Memory）セグメントにおける同社のプレゼンスの高さを評価しました。一方、インドの金融サービ

ス会社であるBandhan Bankを全売却しました。営業費用の増加により利益率が低下しているほか、最高経営責

任者（ＣＥＯ）の後継者を巡る問題を懸念しました。 

シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド（以下、アジアマ

ザー）においては、アナリストの推奨をもとにＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）評価を行い、ＥＳＧ基準に

満たない銘柄を除外し、ファンドマネジャーが参考指数であるMSCI オールカントリー・アジア・パシフィッ

ク・インデックス（除く日本。円ベース）よりも高いサステナビリティ・スコアのポートフォリオ構築・運営

を目指します。サステナビリティ・スコアとは、投資対象銘柄の企業価値に影響を及ぼす可能性があるサステ

ナビリティ・リスク（環境、社会、ガバナンス上の出来事や制約）を評点したもので、シュローダー独自のツー

ルや外部データを活用して評価されます。 

 

報告期間中、アジアマザーのポートフォリオにおいては、上記のプロセスにより、投資対象銘柄の企業価値

に影響を及ぼす可能性を有するサステナビリティ・リスクを評点化し、モニタリングを行い、ポートフォリオ

の構築、運営を行った結果、2024年５月31日現在、アジアマザーにおけるサステナビリティ・スコアは＋2.1

で、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（除く日本。円ベース）における同スコ

ア－2.6よりも高いサステナビリティ・スコアとなりました。（シュローダー独自のツールに基づくサステナビ

リティ・スコアを記載しております。） 

 

（シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド） 

内需、サービス関連では、ディスカウンターとして客数増が期待できるコスモス薬品、堅調な受注が見込ま

れるものの割安感が強い太平電業、高い売上成長が見込まれる日本Ｍ＆Ａセンターホールディングスを新規

に組み入れました。ディフェンシブでは、新薬の承認で目先のカタリストが実現したアステラス製薬、核酸医

薬品のパイプラインへの期待値が低下すると判断した日本新薬を全売却としました。 

素材・資源関連では、事業ポートフォリオの見直しにより収益改善が期待できる三菱ケミカルグループ、塩

ビ市況の改善に加え株主還元の強化が見込まれる信越化学工業の組み入れを行いました。一方、2024年度の減

益リスクを鑑み、東海カーボンの全売却を行いました。 

 

当ファンドのポートフォリオ 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド（以下、日本マザー）においては、アナリストの推

奨をもとにＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）評価を行い、ＥＳＧ基準に満たない銘柄を除外し、ファンドマ

ネジャーがTOPIX（東証株価指数）よりも高いサステナビリティ・スコアのポートフォリオ構築・運営を目指

します。サステナビリティ・スコアとは、投資対象銘柄の企業価値に影響を及ぼす可能性があるサステナビリ

ティ・リスク（環境、社会、ガバナンス上の出来事や制約）を評点したもので、シュローダー独自のツールや

外部データを活用して評価されます。 

 

報告期間中、日本マザーのポートフォリオにおいては、上記のプロセスにより、投資対象銘柄の企業価値に

影響を及ぼす可能性を有するサステナビリティ・リスクを評点化し、モニタリングを行い、ポートフォリオの

構築、運営を行った結果、2024年５月31日現在、日本マザーにおけるサステナビリティ・スコアは＋0.5で、

TOPIXにおける同スコア－3.4よりも高いサステナビリティ・スコアを維持しています。（シュローダー独自の

ツールに基づくサステナビリティ・スコアを記載しております。） 

 

＜スチュワードシップ方針について＞ 

シュローダーは、投資先企業やその事業環境等に関する深い理解に基づく「建設的な対話」（エンゲージメ

ント）、積極的な議決権行使などを通じて、当該企業の企業価値の向上や持続的成長を促すことにより、投資

リターンの拡大を図る責任を有すると考えています。 

伝統的な財務分析に加え、企業が環境、社会、ガバナンス（ＥＳＧ）に関するリスクにどの程度さらされて

いるか、また、それをどのように管理しているか、を分析することは、適正な企業価値の理解、長期的に持続

可能な利益を創出する能力の見極めという観点で非常に有益だと考えています。 

シュローダーのスチュワードシップ・コードに係わる取組み内容やエンゲージメントの実施例については、

委託会社のホームページをご参照ください。 

（https://www.schroders.com/ja-jp/jp/intermediary/about-us/stewardshipcode/） 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

 

当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しない

ため、ベンチマークは設けておりません。 

基準価額と参考指数の対比は、右図の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第８期 

2023年６月21日～ 
2024年６月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 13,843  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） 当ファンドの参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・

パシフィック・インデックス（配当込み、円ベース）です。
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

今後も引き続き、「シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド」

ならびに「シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド」の受益証券への投資を通じ、主要投資対

象である、日本を含むアジアパシフィック諸国の株式に投資し、信託財産の積極的な成長を目指した運用を行

います。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデック

ス（米ドルベース）の構成国における日本を除くアジアパシフィック諸国と日本との比率に準じた割合を目安

とし、必要に応じてリバランスを行います。 

 

（シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド） 

構造的な成長に対する懸念から、中国経済の成長ペースは鈍化することを基本シナリオとして考えていま

す。ただし、過度に悲観的な見方が市場参加者の間で広がった場合、当局が景気刺激策を拡充する可能性があ

るほか、経営陣のマネジメント能力が高い企業は、経済環境が悪化した場合においても成長を続けることが考

えられます。これらを踏まえ、中国株式市場においては、ボトムアップアプローチに基づく選別投資により、

魅力的な投資機会が発掘できると考えます。アジアパシフィック地域は一時的にボラティリティ（変動性）の

高い市場展開となる可能性はありますが、長期的には高い成長余地を持つ地域であるとの考えを維持してい

ます。 

 

（シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド） 

企業のマネジメント・経営戦略の評価を重視し、ＥＳＧの観点から各ステークホルダーに対して適切な配慮

が行われていると判断される企業をボトムアップ・アプローチで選別し、中長期の視点で投資する方針です。

また、企業価値の向上の観点から課題を有する企業で、対話による課題解決が可能と判断される企業にも投資

を行います。 

市場見通しについてですが、日本企業の業績は2024年度についても増益とみており、過去最高益の更新を予

想しています。また、東京証券取引所が資本コストや株価を意識した経営実現に向けた対応を求めていること

もあり、株主還元強化の動きが顕著になっています。一方、マクロ面では、各国でインフレが進行する中、各

国中央銀行による金利引き上げに伴う世界景気の減速懸念があります。日本株式については、インバウンドや

国内回帰の設備投資需要など内需の回復などを背景に、比較的底堅い相場展開を予想しています。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○１万口当たりの費用明細 (2023年６月21日～2024年６月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 392  1.837  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (199)  (0.935)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） (176)  (0.825)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 16)  (0.077)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 9   0.040   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  9)  (0.040)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 11   0.050   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 11)  (0.050)   

（d） そ の 他 費 用 96   0.449   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 50)  (0.235)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
 送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  4)  (0.018)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 20)  (0.092)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 22)  (0.104)  ・その他は、グローバルな取引主体識別子（ＬＥＩ：Legal Entity Identifier） 
  登録費用、金銭信託手数料、信託事務の処理に要するその他の諸経費等 

 合 計 508   2.376    

期中の平均基準価額は、21,319円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は2.28％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○売買及び取引の状況 (2023年６月21日～2024年６月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド 21,105 49,850 128,423 302,425 

シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド 5,757 15,180 67,256 170,758 
 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2023年６月21日～2024年６月20日) 

 

項 目 

当 期 
シュローダー・ 

アジアパシフィック（除く日本）株式 
サステナブル投資マザーファンド 

シュローダー日本株式 
サステナブル投資マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 832,756千円 356,730千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,045,995千円 591,149千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.79   0.60   
 
（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注）単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年６月21日～2024年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○組入資産の明細 (2024年６月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド 490,136 382,819 1,044,407 

シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド 242,207 180,708 499,929 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年６月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド 1,044,407 67.6 

シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド 499,929 32.4 

コール・ローン等、その他 426 0.0 

投資信託財産総額 1,544,762 100.0 
 
（注） 金額の単位未満は切捨て。 

（注） シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産

（1,064,182千円）の投資信託財産総額（1,099,223千円）に対する比率は96.8％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝158.16円、１オーストラリア

ドル＝105.56円、１ニュージーランドドル＝97.02円、１香港ドル＝20.26円、１シンガポールドル＝117.11円、１タイバーツ＝4.30円、

１インドネシアルピア＝0.0097円、１韓国ウォン＝0.1146円、１台湾ドル＝4.8867円、１オフショア元＝21.7183円、１インドルピー＝

1.91円です。 

 

 

親投資信託残高 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年６月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,544,762,211   

 シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド(評価額) 1,044,407,054   

 シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド(評価額) 499,929,534   

 未収入金 425,623   

(B) 負債 14,880,721   

 未払解約金 425,623   

 未払信託報酬 13,638,534   

 その他未払費用 816,564   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,529,881,490   

 元本 641,642,927   

 次期繰越損益金 888,238,563   

(D) 受益権総口数 641,642,927口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 23,843円 
 

［元本増減］ 
期首元本額 819,967,412円 
期中追加設定元本額 20,899,793円 
期中一部解約元本額 199,224,278円 

 

○損益の状況 (2023年６月21日～2024年６月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 208,318,561   

 売買益 228,812,307   

 売買損 △ 20,493,746   

(B) 信託報酬等 △ 29,531,376   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 178,787,185   

(D) 前期繰越損益金 297,289,003   

(E) 追加信託差損益金 412,162,375   

 (配当等相当額) (  223,838,870)  

 (売買損益相当額) (  188,323,505)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 888,238,563   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 888,238,563   

 追加信託差損益金 412,162,375   

 (配当等相当額) (  223,898,292)  

 (売買損益相当額) (  188,264,083)  

 分配準備積立金 476,076,188   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（30,544,418円）、
費用控除後の有価証券等損益額（148,242,767円）、信託約款に
規定する収益調整金（412,162,375円）および分配準備積立金

（297,289,003円）より分配対象収益は888,238,563円（10,000口
当たり13,843円）ですが、当期に分配した金額はありません。

 
（注） 当ファンドが主要投資対象としております、シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンドは、

外貨建資産の運用の指図権限をシュローダー・インベストメント・マネージメント（香港）リミテッドに委託しております。その費用
として、委託者報酬のうち、販売会社へ支払う手数料を除いた額より、運用権限委託契約に定められた報酬額を支払っております。 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 

＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、
残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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